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序

平成2年 度の榎垣外遺跡ほか、岡谷市内遺跡の試掘 ・

確認調査及び発掘調査の報告書(概 報)を 刊行すること

になりました。

近年は個人住宅建設に関連 した遺跡範囲内の土木工事

が とくに増加 してお り、本年の調査件数 も34件にのぼ り

ました。今年度の調査 では、広畑遺跡か ら縄文時代中期

の住居跡9棟 が検出され、榎垣外遺跡においては掘立柱

建物跡の他、縄文時代 中期中葉の顔面把手付深鉢形土器

が出土、 また、新井南遺跡からは古:墳時代住居跡が見つ

かるなど、多 くの貴重な遺構、遺物が発掘 されました。

これ ら貴重な文化遺産 を大切にして行かなければならな

い と同時に、この報告書が今後学術文化の向上に活用 さ

れることを願 ってお ります。

今年度の調査にあた り、土地所有者各位、工事関係者

の方々、そして調査地に隣接した多 くの皆様のご好意、

ご協力に御礼申し上げる次第であります。また、発掘に

携わっていただいた皆さんには、炎暑、厳寒の中を御苦

労いただき感謝申し上げます。

平成3年3月26日

岡谷市教育委貝会

教育長 齋藤 保人



例 言

1.本 報告書は、平成2年 度榎垣外遺跡ほか岡谷市内遺跡試掘 ・確認調査及び発掘調査の報告書(概 報)で あ

る。

2.調 査は、国および県から補助金交付を受けた岡谷市教育委員会が、平成2年4月18日 か ら平成3年3月

26日 にかけて実施 した。整理作業は主に12月 ～1月 に行 ったが出土品は十分 な整理が終了していないため、

概要の掲載に とどめてある。

3.出 土遺物、記録図面、写真等の資料はすべて岡谷市教育委員会で保管 している。
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1.平 成2年 度 試 掘 ・確 認 調査及 び発掘 調 査 の概要

平成2年 度・岡谷市内において周知の遺跡に農地転用、公共事業等の開発行為が計画 ・実施 され、市教育委

員会が何 らかの対応 を実施 した件数は38件 をこえ、そのうち、試掘 ・確認調査 は34件 に及んでいる。そして、

それか らさらに緊急発掘 したケースは5件3遺 跡である。

本年度の調査の特徴は、ここ数年続いている傾向に同じで、長地方面(湖 北地区沖積地)の 平坦部に調査が

集中していることである。 そのために、縄文時代の遺構 ・遺物は広畑遺跡のように集落の密集 した部分の調査

となった例 を除いては比較的少ない数であり、代わって奈良～平安時代の遺構 ・遺物が特に多い結果 となった。

調査の中で注目すべ きものは・榎垣外遺跡の成果であろう・官衙跡を北東に置き、2km四 方に及ぶ範囲に広

がる遺跡で、今年度はこの婚嬉塚地籍において、以前に官衙跡ではないか と見 られる掘立柱建物跡群が発見さ

れた調査地の西側に隣接す る箇所が発掘 されたことである。わずかな面積の調査でも確実に継続することによ

り、広い範囲の遺構群全体の概観 を把握 して、榎垣外遺跡の性格 を確定できるであろう。

なお・緊急発掘調査については本文中にその概要 を記したが、緊急発掘調査にいたらなかった箇所について

は以下の表によって詳細は省略 した。

表1平 成2年 度試掘 ・確認調査一覧表

遺 跡 名

1郷 田

2榎 垣外(山 道端地籍)

3榎 垣外(山 道端地籍)

4榎 垣外(西 原地籍)

5梨 久保

6扇 平

7広 畑

8榎 垣外(小田野汐上地籍)

9原 沢

10安 沢1

11新 井北

12榎 垣外(古屋敷地籍)

13上 屋敷(辻 通地籍)

14上 屋敷(上屋敷地籍)

15柳 海途

16東 町田中

17榎 垣外(婚婚塚地籍)

18榎 垣外(鎮守上地籍)

19榎 垣外(榎海戸地籍)

20新 井南

21榎 垣外(金 山地籍)

22上 向(上ノ原地籍)

23榎 垣外(金山地籍)

24上 向(大橋向地籍)

25上 屋敷(丸山辻地籍)

26榎 垣外(下片間町地籍)

27神 明平

28榎 垣外(向田地籍)

29榎 垣外(榎海戸地籍)

30榎 垣外(榎海戸地籍)

31新 井南

32毘 沙門堂下

33扇 平

34榎 垣外(栗木海戸地籍)

所 在 地

郷 田二丁 目500-1

長地字山道端2317-1他

長地字山道端2317-7他

長地字西原4788-1

長地字上 の平4574-1他

長地字丸 山5844-1他

川岸山神上1549-1他

長地字小 田野汐上3102-8

川岸東 四丁 目7351-1

湊安沢 日向1023-1

湊五丁 目248-4

長地字古屋敷4108-1

長地字辻通5493-5他

長地字上屋敷5271-1

柳海途1435-1他

長地字下村3290-1他

長地字婚嬉塚3685-14他

長地字鎮守上2950-6

長地字榎海戸4001-3

湊5丁 目305-1他

長地字金 山2934-4

字上 ノ原104-2

長地字金 山2927

長地字大橋向6196-1
ぱ

長地字丸山辻5510-1

長地字下片間町2373-3

川岸字大洞 口3564一 イ他

長地字向田4713-1

長地字榎 海戸4035他

長地字榎 海戸4069-1他

湊5丁 目394-1他

川岸西2丁 目5128

長 地字 山ノ神前5853-1

長地字栗木海戸3666-1

調査の原因

駐車場建設
工場建設
住宅建設
共同住宅建設
駐車場建設
住宅建設
住宅建設
駐車場建設
駐車場建設
庭木植栽
住宅建設
工場建設
住宅建設
住宅建設
工場建設
住宅建設
住宅建設
駐車場建設
共同住宅建設
住宅建設
駐車場建設
駐車場建設

倉庫建設
住宅建設
駐車場建設
倉庫建設
墓地造成
駐車場建設
倉庫建設
住宅建設
住宅建設
倉庫建設
資材置場
住宅建設

調 査 期 間

4.18

4.18一 一5.17

4.18-5.17

4.24～4.25

4.25-5.12

4.25-6.8

4.26-8.5

5.17～5.18

6.8一 一6.11

6.14-6.19

6.19

6.27

6.27-6.30

6.27-6.30

7.47.5

7.18-7.19

7.30～12.28

9.25-9.27

9.10

10.12一 一11.1

10.17-11.2

10.31一 一11.1

11.2-11.5

11.27

12.-12.5

12.3-12.23

12.15-12.28

12.19-12.20

1.16-3.4

2.27-3.4

3.4一 一3.6

3.163.26

3.163.26

3.16-3.26

主な遺構

平住1小 竪穴1

縄住9小 竪穴6

縄住1

掘立4小 竪穴1

古住1

平住1

雑3観1

遺構 ・遺物の時代他

縄文 ・平安

平安

縄文・平安

平安

縄文

縄文

縄文 緊急発掘

平安

縄文

縄文

縄文

平安

縄文

縄文

縄文

弥生

縄文・平安 緊急発掘

平安

平安

古墳 緊急発掘

平安 緊急発掘

縄文

平安

縄文

縄文

縄文 ・平安 緊急発掘

縄:文

縄文

平安

平安

縄文

縄文

縄文

平安
/
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第1図 試掘 ・確認調査地点(番 号は表1の 一覧表に同じ)



2.広 畑遺跡

1.発 掘調査の場所 岡谷市川岸II」神上.1549-1他

2.土 地の所有者 高橋 勝 高橋 英雄

3.発 掘調査の期間 平成2年4月26日 ～8月5日

4.発 掘調査の目的 ・原因 住宅建設

50調 査面積119.5m2

6.発 見された遺構 縄文時代中期住居跡9棟 小竪穴5基

1号 住居跡 調査区南端に検出された住居跡で、畑の耕作

面か ら深さ約120cmの 所か ら床面が検 出された最 も低 い位 置

にある住店跡である。 トレンチの段階ではあまりにも深 く、

急傾斜地であるため遺構があるとは考えに くかった。しか し、

かな り深いところからも土器片石片が多 く出土 し土層の中に

も炭化粒子が多く含 まれるため精査 したところ床面 を検出す

ることができた。調査できたのは全体の北側半分ほどである

が、平面形は、ほぼ円形で直径約5mく らい と推定 される。

壁の高さは北側で約20cmほ どあ り、周溝は検 出されなかった。

床面は炉跡より南側に2～2.5cmの 厚 さを持つ堅い床がある。

暗褐色+の 覆土には炭化粒子が多 く含まれていたが、床面に

も、炉跡周辺を中心にた くさんの炭化粒子が散乱 していた。

中央 よりやや北側 と思われる所に、厚さ3～4cmほ どの平

石11枚 を敷き、2佃 の凹石 を使った石囲炉がある。平石 は床

面にわずかに埋め込 まれてお り固定 されている。炉の掘 り込

みは平石の上.面か ら約18cmく らいである。 さらに炉の中央に

は、直径12cmの 小型の土器が底部 を欠いて埋められていた。

焼土はあまりなく、固まりとして部分的に検出された程度で

あった。炉石の内側には黒色のタール状の物質がこび りつい

てお り、何 らかの特別な利用が行われていたと推測される。

2号 住居跡 畑の耕作面から深 さ約140cmの 所に床面が検

出された住居跡である。1号 住居跡を発見 してあまりにも傾

斜が激 しいので全体の傾 きを知るためにサブ トレンチを入れ

た ところ、床面 と壁を確認し2号 住居跡の発見 となった。暗

褐色土で炭化粒子を多く含む覆土が厚 く堆積 してお り、床面

よりやや高い位置か らも焼土の固まりが検出されている。平

面形は直径5.5mほ どの円形の住居跡であると推定 されるが、

傾斜がかな り大きいため住居跡の南半分 は検出されず、調査

できたのは全体の北側半分だけである。その北側半分の壁は

高さ63cmも あ り、壁面には40個 を越える垂木の跡が外側に向

かって斜めに残っている。垂木痕跡の深さは一定 してはいな

いが10～15cmく らいが多い。周溝は、はっきりしたものはな

く北側の壁下に僅かに溝状のものがうかがわれるが、部分的

なものであ り全周はしない。床面はほぼ全面堅い叩 きのある

床 と思われるが、中央部はそれほど堅 くない。北側の壁下の

辺 りはローム層を掘 り込んでいるため、特に堅い床である。

また、この辺 りは床面が2枚 あり、建て直 しか、拡張 を行 っ

た形跡がある。柱穴は、新 しい床面から5本 検出され、古い

第2図1号 住居跡

第3図1号 住居跡炉石

第4図1号 住 居 跡 床 上 の土 器(右)高 さ17cm

炉 内土 器(左)高 さll.5cm

第5図2号 住居跡
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床面からは4本 検出された。この他に柱穴 よりやや大 き

な小竪穴が4基 ある。

住居跡の中央よりやや南側に大 きな焼土の固まりが2

箇所あ り、その うち南側のおお きな固まりが炉跡 と思わ

れるが、住居跡全体か ら見ると南に寄 りす ぎているよう

に見える。焼土は5～8cmと 厚 く、長期 に渡 って使用さ

れていたことが窺われる。

住岩跡南側の推定線よ り南に も焼土の固まりが検出さ

れ、あるいはここまで住居跡が広が るのではと思われた

が床面が検出されず、この焼土は竪穴覆土を示す もので

あるか不明である。

3号 住居跡 サブ トレンチによって発見された2号 住

居跡を調査するために褐色土を掘 り進めたところ、わず

かなが ら色の違いが認め られ、また遺物の出土がこれを

境に極端に多いことか ら3号 住居跡の発見 となった。平

面形は直径約6mく らいの円形の住居跡であると推定さ

れる。やはり傾斜が激 しいため住居跡の南側半分は残っ

ておらず、北側半分だけの調査 となった。畑の耕作面か

ら約50cmの 所に床面があるが、堅い床面は住居跡の中央

からやや北側の辺 りまでで、壁際には顕著な床面は検 出

されなかった。北側の壁 も10～15cmく らいの立ち上が り

しかないため、北壁全体は検出できなかった。炉 も住居

跡と同 じく、ちょうど南半分が削られていた。炉石には

1号 住居跡 と同じ様に厚さ3～4cmの 平石が使われてい

る。現存する石は北側の3枚 の平石だけである。炉の掘

り込みは平石の上面から10cmく らいで1号 住居跡 よりや

や浅 く、炉内には土器の埋め込みは無か った。 しかし南

半分が削れているため本来1号 住居跡同様、土器が埋設

されていた可能性 もある。炉石には1号 住居跡のような

タール状の黒色の付着物は無かった。炉の位置はおそら

く住居跡の中央よりやや北側にあるものと推定される。

4号 住居跡 調査区北側の壁 を精査 しているときに、

わずかな面積ではあるが堅い床面 と、やは り南側半分が

崩れている石囲炉が検出された。炉石は、やは り南側半

分は崩れているため検出されず、北側には4個 の炉石が

残っていただけである。残存状態から見て、1・3号 住

居跡 とは異なった方形の石囲炉であることがわかるが、

全体の形状は不明である。

5号 住居跡3号 住居跡の床面 を剥 ぎ、 さらに掘 り進

む と暗褐色の落ち込みが扇型に検出された。平面形は直

径5.4mく らいの円形住居跡と思われるが、調査区内の検

出は全体の約%ほ どであるため、正確には判 らない。床

第6図3号 住居跡

第7図3号 住居跡出土土器高さ20cm

第8図4号 住居跡

第9図5号 住居跡

面は畑の耕作面か ら100cmく らいの所にあ り、住居跡の中央部 に堅い叩き面があるが、その範囲は不定型であ

る。壁際になるほ ど軟弱な床にな り周溝はない。壁は北側の壁に限 り比較的残 りがよく、約60cmの 立ち上が り

を残す。炉跡は調査区外になるものと思われ検出されなかった。

6・9号 住居跡 平面形は楕円形で長径約6mと 推定 され、覆土は暗褐色土で炭化粒子を多く含んでいる。

やはり住居跡の南側は崩れて しまい北側半分だけの調査になった。北壁の高 さは25cmほ どで地山を掘 り込んで
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いるため明確に検出されたが、壁柱穴等の痕跡は検出さ

れなかった。9号 住居跡を切っているため東側の壁は検

出しに くいが、立ち上が りの痕跡は見つけることができ

た。畑の耕作面から約100cmの 所にある床面は北壁に近い

ほど堅い貼 り床が残 っていた。 この貼 り床 を剥がすとそ

の下から古い床面が検出され、建て直 しか拡張が行われ

たことが判明した。壁際を精査 したが周溝は検出されな

かった。柱穴は新 しい床面で8基 、古い床面で4基 検出

されたが、おそらくこの住居跡に切 られている9号 住居

跡の柱穴 も含 まれているものと思われる。炉跡は石囲炉

が2基 検出され、1号 炉は8個 の石 を使った円形の石囲

炉である。このうち5個 はやや丸味のある石 を使ってい

る。掘 り込みは炉石の上面か ら12cmく らいである。2号

炉は平らな四角な石 を使った方形の石囲炉で8個 の石 を

使 っている。ただし南側 に石の抜けたような所があ り本

来は9個 の石を使った ものである可能性がある。掘 り込

みは炉石の上面か ら12cm位 の所に火床面があ り、全体に

赤褐色であまり火 を受けた様子はない。

今同の調査で最 も出土遺物が 多いのが6号 住居跡であ

り、その大半が覆十上層(所 謂逆三角堆土)か らの出土

である。住居跡のほぼ中央で%個 体 ほどの土器が30個 体

を越え、壊れた石皿L、石斧等の石器類が褐色土や礫に混

ざって床面か ら覆土 を一層挟んで約75cmの 厚さで堆積 し

ていた。床面につぶれていた土器 を除いては、北壁から

約1mの 範囲には一括土器はな く、明 らかに逆三角堆土

の中にある遺物であることの裏付けにもなろう。これと

は別に覆土下層(所 謂三角堆土)か ら出土した土器や石

器 もあ り、出土 した層位によって土器を分類することが

できる。

第10図6号 住居跡床上遺物出土状態

第 口図6号 住覆土上層遺物出土状態

9号 住居跡は、そのほ とん どを6号 住店跡に切 られて

おり、わずかに三 日月形に残った床面 と東壁の一部が検

出されただけである。

7号 住居跡6号 住居跡検出のため褐色土を掘 り下げ

ると多 くの遺物が出土し、わずかな範囲であるが貼 り床

が検出された。住居跡であると思われるが、壁 となる立

ち上が りや炉跡は検出されなかった。平面形は不明であ

る。

第12図6号 住居跡覆土上層遺物出土状態

第13図5号 住居跡黒耀石細片出土状態
第14図6号 住 居 跡 出土 土器 高 さ右21cm左iicm
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8号 住居跡 平面形は長径約4mと 推定 される。住居跡のほ とんどが6・9号 住居跡に壊 されているため柱

穴は深さ80cmほ どの穴が1基 しか検出されなかった。床面は地山を掘 り込んでいるため検出が容易であったが

かなり傾斜 してお り、鍋底状の床面であったことが推測される。壁際 と住居跡の中央 とでは床面のレベル差が

20cmほ どある。壁は一一番高いところで20cmほ どの立ち上が りが残 っていた。炉跡は9号 住居跡に壊 されてしま

っているのか、検出されなかった。

小竪穴 今回の調査では5基 の小竪穴が検出された。 この内5基 は8号 住居跡の壁際に検 出されてお り、小

竪穴群の中に割 り込むように8号 住居跡が作 られたものと思われ る。残念ながら小竪穴からの遺物の出土が無

いため時期決定に至 らない。

1Pは 長径約2.2m深 さ1.2mの 袋状のピットである。北側の最 も張 り出 しているところは上端より22cmの 広

が りをもつ。基底部には14個 の小さな穴があいている。

7.山 土 した遺物 縄文土器50石 鎌、34石 錐5石 匙13打 製石斧84磨 製石斧7凹 石41敲 石5石 皿

3不 定型石器4石 製円盤2土 製円盤2台 石1蜂 の巣石1

2・4・5・7・9号 住居跡からは復原可能な土器の出土はないが、1・3・6・8号 住居跡からは復原可

能な土器が出土 している。特に6号 住居跡からは多 く遺物が出土 しているが、そのほとんどが床面 より高い位

置か らの出土であり、投げ込みによる遺物の堆積 と思われる。その他、明らかに蛇の頭 をデザインした と思わ

れる把手や、8号 住居跡のピットからは土器全体が赤色を帯び、特に底にベ ンガラがこび りついている小型の

土器が発見された。おそらくベンガラを入れてあったと思われるものなど貴重な出土品があった。 また他の遺

跡の石器組成に比べ、打製石斧が飛び抜けて多く出土 していること、3号 住居跡床直上において黒耀石のブレ

イクと共に5mm以 下の黒耀石細片が1箇 所か ら集中して出土したこと、6号 住居跡を主に9点 のチャー ト質の

丸い石が出土 したことなどが特筆され ようか。 さらに6号 住居跡P5内 からは18佃 の黒耀石原石がまとまって

発見され、黒耀石 を貯蔵 していた穴ではないか と推測されたことも、当地方の特徴的な事柄 として記 してお く。

第15図 広畑遺跡出土石器 石鍛・石匙・打製石斧・磨製石斧

第16図6号 住居跡出土土器

高 さ24.5cm 高 さ22.5cm
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第18図IP袋 状 小堅 穴

第 ワ図8号 住居跡ベンガラの入った小型土器

第!9図6号 住居跡黒耀石貯蔵穴 第20図 蛇体把手 第21図8号 住 居跡 出土土 器、高 さ右35.5cm左12cm

第22図 広 畑遺 跡 遺 構全 体 図(1=120)
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3.榎 垣 外遺 跡蠣 蠣塚 地 籍

1.発 掘調査の場所 岡谷市長地字婚1齊塚3685-14他

2.土 地の所有者 佐藤 博 和田 平八郎 林 義明 山本 末広

桑原 健二 熊沢 丈太郎

3.発 掘調査の期間 平成2年7月30日 ～12月28日

4.発 掘調査の 目的 ・原因 住宅建設

5.調 査面積1056.4m2

6.発 見された遺構 平安時代掘立柱建物跡4棟

縄文時代小竪穴1基

掘立柱建物跡 今回の調査 では掘立柱建物跡が4棟 発見されたが、その内一棟は2×3間 の倉庫跡 と思われ

る。柱穴の基底部の レベルはそれぞれの穴によって異な り、またいくつかの柱穴の基底部で柱痕跡直下 と思わ

れる部分に堅 くしまった箇所がある。柱穴の覆土には石が多く含まれていたが、特に意図的に柱の回りに詰め

た状態の石は検出されなかった。この他に、以前の調査で一部発見されていた建物跡の続 きが完全に検出され

2×5間 の建物跡であることが確定 した。新たに発見された建物跡では、倉庫跡ではなく2×4間 の建物跡が

1棟 、さらに南側が調査区外へ延びているため正確 な大 きさが判らないもので2×3間 以上のものと考えられ

る建物跡が1棟 検出された。 この建物跡の柱穴は他の ものに比べ ると深 さ平面形 ともに大 きく、建物そのもの

が大きかったことが推定される。掘 り方を見ると不定型な所があ り、一度建て直 しをしているか、あるいは柱

を抜き取った形跡が認め られる。

縄文時代小竪穴は深さ約110cmで 縄文土器%個 体が覆+上 層か ら山土している。晩期最末期の土器である。

7.出 土 した遺物 縄文土器1凹 石』1打 製石斧5石 鍛8鞘 の口1古 銭1土 器片石』片2箱

竪穴式の住居跡が無 く、 また畑の耕作などによ り当時の生活面が壊されているため遺物の出土は少ない。柱

穴から鞘の口が出土したほか須恵器大型甕破片が出土し、褐色土層から大型の打製石斧片が出土 しているほか、

黒耀石製の石鍛 も比較的多く出土している。以前隣接する畑 を調査 した時に弥生時代の小竪穴が検出されてお

り、 この付近に弥生時代の集落が存在す る可能性 もある。今回出土した大型の打製石斧はこれに伴出するもの

となるかもしれない。

第23図 掘立柱建物跡
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第24図 蠣'虫齊塚 地 籍遺 構 全 体 図(1=240)
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4。 新井 南遺 跡

1.発 掘調査の場所 岡谷市湊5丁 目305-1他

2.土 地の所有者 松澤 克久

3。 発掘調査の期間 平成2年10月12日 ～11月1日

4.発 掘調査の目的 ・原因 住宅姪設

a調 査面積52m2

6.発 見された遺構 古墳時代中期住居跡1棟

1号 住居跡 平面形は南北約5.5m、 東側は地形が傾斜

しているため崩れてお り壁は西側だけが検出され床は一

部分だけの検 出となった。西側の:壁は40cmほ ども残って

㌧・る所 もあるが、その下からは周溝は検 出されてはいな

い。床は全体に固く、特に住居跡の中央か ら東側に近い

所ほ ど固 くて、貼 り床状の叩き面が顕著である。 しか し

部分的に畑の耕作による撹乱がいくつ もあ り、床面がは

っきりしない箇所 もある。柱穴は7本 検出され、ほかに

浅い穴が数基検出されている。住居跡の南隅に長径約80

cm深 さ約30cmほ どの小竪穴がある。

7.出 土 した遺物 土師器甕!土 師器内傾斜 口縁杯

1紡 錘車1土 器片石片1箱

住居跡全体に遺物が少ないが、住居南隅の小竪穴から

一部欠損しているもののほぼ完形品の土師器内傾斜 口縁

杯が出土した。これは古墳時代中期(長 野県史土師器編

年III期)5世 紀前半期のもの と推定 される。表裏の整形

は雑で、ヘ ラ研磨がなされず、また、外面は くびれが不

第25図1号 住居跡

第26図 小竪穴 内傾斜口縁圷出土状態

明瞭なものの、内面頚部は明確な

屈曲を示すため柑の最終末の もの

であるとも考えられるが、類例が

少ないため明確ではない。

第27図 土 師器 内傾 斜 口縁 圷 高 さ6.5cm

第28図1号 住 居跡 平 面 図(1:80)
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5.榎 垣 外遺跡 金 山地 籍

1.発 掘調査の場所 岡谷市長地字金山2934-4他

2.土 地の所有者 八幡 正男

3.発 掘調査の期間 平成2年10月17日 ～!1月2日

4.発 掘調査の 目的 ・原因 駐車場建設

5.調 査面積81.2m2

6.発 見された遺構 平安時代住居跡1棟

調査区東端か ら検出された住居跡で、住居跡の北東か

ら南西に対角線で半分だけの調査ができた。平面形は東

西約7m南 北約7.3mの 方形の住居跡である。覆±は黒褐

色で小石を多く含み堅 く締まった土層である。壁の残存

は南西隅で約80cm北 西で20cmで ある。床面は住居跡の西

側 を主に してピットが幾つ も重なっていた。ピットの中

の土は褐色土で多 くのカーボンを含んでお り、また多 く

の焼土を含む ものもある。住居が使用されていた期間に

おいて何同も掘った り、埋め戻 したりを繰 り返 していた

様子が うかがわれる。その ピット群か ら西側には一段高

い床面があり、テラス状に2段 になっているが、北側の

壁を見ると切 りaい を思わせ る掘 り込みがあるため2軒

の住居跡が重複 していた可能性 もある。 カマ ドは北壁の

ほぼ中央に位置すると思われるが、袖、天井

部はすでに崩れてしまい火床面付近か ら土師

器甕破片が数点出土しただけである。 このカ

マ ドのす ぐ東側に長さ1mの 大 きな石が2個

と、その他4個 の石が、火 を受けてボロボロ

になった状態で検出された。石の表面には黒

いすすのような物が付着 している。

7.出 土 した遺物 土師器杯3土 師器甕2

須恵器杯5須 恵器醜1刀 子3鉄 津4

鞘の口2土 器片石片2箱

住居跡の床面より30cm高 い位置か ら須恵器

`7が出土 したが、口縁部は欠けてお り底部 も

欠損 している。床面か らやや高い位置にある

が、この住居跡に伴 う遺物であろう。土師器

甕はやや小型でカマ ドの中から出土 した。カ

マ ドの右側にある石組付近からは鞘の口が出

土 した。石が異常に焼けていることなども考

え合わせて、鍛冶屋ではないか との推測 もで

きる。住居跡覆土掘 り下げの段階ではほ とん

どが破片ばか りであるが、刀子3点 が出土 し

た。床面のピット群か らは鉄津や須恵器杯の

底部、土師器甕破片等が出土 しているが、そ

の多 くが焼土粒子や炭化粒子を含んだ覆土の

中か らの出土である。

第29図1号 住居跡

第30図 須恵器堰出土状態

第31図1号 住 居 跡平 面 図(1=100)
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6.榎 垣 外遺 跡 下片 間 町地 籍

1.発 掘調査の場所 岡谷市長地下片間町2373-3

2.土 地の所有者 並木 志げ子

3.発 掘調査の期間 平成2年12月3日 ～12月23日

4.発 掘調査の目的 ・原因 倉庫建設

5.調 査面積180.6m2

6.発 見された遺構 平安時代住居跡3棟 掘立柱穴3基

縄文時代中期住居跡1棟

1・4号 住居跡 調査区西側か ら発見された住居跡で、

平安時代初期の住居跡と思われる。住居跡のほとん どが調

査区外に延びているため、調査できたのは東壁際だけであ

ったが、1号 住居跡は幸いなことにカマ ドが東カマ ドであ

ったため多 くの遺物 とカマ ドの検出をおこなうことができ

た。平面形は南北約8mを 計るが、北壁の角が検出できず

まだ北へ延びる可能性があ り、一辺9mく らいの大 きな方

形の住居跡になると思われる。壁は約30cm残 っていた。カ

マ ドは天井が崩れ、袖 もほとんど壊れていた。火床面の厚

さは4cmあ る。床面はカマ ド付近がかな り踏み固め られて

いるが、それ以外は特に固めた様子はない。4号 住居跡は

1号 住居跡に切 られている。西側、南側にさらに延びる住

居跡であるが今回の調査区からは東壁の一部 を調査できた

だけである。床面は1号 住居跡より高いため覆土が薄いが、

須恵器杯底部が出土 している。

2号 住居跡 平面形は東西約4m南 北約4mの 方形の住

居跡である。平安時代の住居跡であると思われ るが、掘 り

込みが浅 く、覆土が薄いため遺物は少な く時期決定 となる

遺物に欠ける。カマ ドは北カマ ドであるが、やや東に寄っ

てお りほ とん ど原形 を留めていない。カマ ドに使:われてい

たであろうと思われる石が幾つか検 出されただけであ り、

焼土はほ とん どな く火床面は確認できなかった。住居跡の

中央になるほ ど床面は堅 く、ほぼ中央に平 らな面を床面ま

で埋め込んだ石が有 り、特にこの周辺が堅い。

3号 住居跡 平面形は直径約5mの 円形の住居跡である。

掘 り込みは北側の壁が30cm、 南側は15cmほ どでそれほど深

くはない。周溝らしき溝状の ものが北壁際にあるが全周は

しない。 ピッ トは10基検出されたが、この中で柱穴は6基

であると思われ、出入口はやや柱問の広い南側であると推

定される。炉は住居跡のほぼ中央に位置 し、円形の石囲炉

で長径14～15cmの 石を11個使 っている。火床面は焼土がほ

とん どなかったため赤 く焼けた面は検出されなかった。床

面は、やや鍋底状に中央部か低 く石囲炉周辺が特に堅い床

であるほか、中央部ほど堅 く貼 り床 されているが、壁際に

なるほど軟弱な床になる。

12

第32図 調査区全景

第33図1号 住 居 跡 カ マ ド

第34図2号 住居跡

第35図3号 住居跡



7.出 土した遺物 縄文土器6(顔 面把手付

深鉢形土器1)土 師器杯3土 師器甕1須 恵

器」不2円 面硯片3打 製石斧2鉄 澤2骨 片

1石 皿2砥 右1土 器片石片2箱

表土剥 ぎの時点で土師器須恵器片が多 く、耕作

土から円面硯破片が3点 出土した。残念ながらこ

れ以外に円面硯破片は発見 されず、住居跡の中か

らも破片は無 く器形を復原す るまでには至 らなか

った。1号 住居跡の出土遺物は、カマ ドに近いこ

ともあ り、点数的には多くの遺物があったが、床

面 より高い位置か らの出土が多 く、また破片ばか

りで復原できるものは少ない。須恵器杯、甕破片

が多 く壷 と思われる破片も少量であるが出土 した。

2号 住居跡からは、土師器杯がカマ ドの西側にあ

るピットの脇から出土 した。ほかには砥石の出土

第36図3号 住 居跡 平 面 図(1=60)

第37図 下片問町地籍遺構全体図(1:100)
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があったが、残念なが ら研いだであろうと思われる刀

子などの鉄製品は出土 しなかった。出土した縄文土器

の中で1個 体は浅鉢 で3号 住居跡か ら外れて出土 して

いるため屋外のものか、他に住居跡が重複 しているも

のか不明である。3号 住居跡は縄文時代中期中葉の住

居跡で5個 体の縄文土器が出土した。出土地点は住居

跡の北西側に集中している。床面には一括土器 ととも

に石皿が床に置かれた状態で出土 している。ほかの一

括土器 も2個 体重なっているもの もある。その中の1

個体が顔面把手付深鉢形土器で、内側 を向いた顔面把

手が上 を向いた状態で他の土器 と重なって出土 した。

残念なが ら顔面は畑の耕作により砕けて しまったよう

であるが、この顔面に向かい合 うように、反対側の胴

部には蛇が土器をよじ登 り、口縁部に頭が出ている状

態の文様が施されている。
第38図 顔面把手付深鉢形土器出土状態

第39図 上1号 住居跡須恵器f稿 さ4㎝

下2号 住居跡出土土師器 高さ5.5㎝ 第40図3号 住 居 跡 出土 土 器 高 さ25・27.5・20㎝

第4i図 顔 面把 手 付 深鉢 形土 器 高 さ39.5cm
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